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自力解決の場の 充実をめざして   

Ⅱ 

浦添市立派 岨 小学校 金城 久美子 

[ 要 約 ] 

この研究は・ 3 年の「分数」の 指導を通して ，一人一人の 児童が主体的に 学習に取り組むことをめざして 

個 に応じた学習指導の 工夫を試みようとするものであ る。 そこで，問題解決的学習の 過程において ，特に個 

人差が大きく 現れる自力解決の 場を充実させることにより ，個に応じた 指導が可能になるのてはないかと 考 

えて．実践に 取り組んだ。 

ぞの結果，意欲的に 学習に取り組む 子が増え，自力解決型の 児童が増えてきたのではないかと 考える     

  口 個の実態把握 コ学習意欲 口 問題解決的学習 口個 に応じる指導 

口 自己評価 

1 テーマ設定の 理由 Ⅲ研究の仮説 

「新学力観」では・ 子どモ ，一人一人の 個性を生か 正基本仮説 

し ぞれを伸ばす 教育が望まれている。 その実現の 問題解決的学習過程の 自力解決の場において ，個に 

ためには，自ら 学ぶ意欲を高め ，主体的に対応でき 応じた指導を 充実すれば，意欲的に 学習に取り組む 

る 能力を身につけさせることが 重要になる。 ニの こ ようになり，主体的に 学ぶ子が育っであ ろう。 

と をふまえて・ 算数科において 学習指導方法を 考え 

たとき，個人差が 大きく現れる 教科であ るため， 個 2 作業仮説 

に 応じた指導が 有効となるのではないかと 考えた。 (1) 児童の実態を 把握することにより ，各自の 

これまで，私は ， 「問題解決的学習」を 授業に取 

り入れ・ 「個に応じる 指導」の実践を 試みてきた。 

その結果，考えることが 好きになったとする 子や多 

様な考えに挑戦しようとする 子が増えてきたよさに 

用、 ぅ ， しかしその反面，あ まり意欲的に 学習に取 

自力解決のしかたが 予想できれば、 それに 

対応する手だてを 準備することができ・ 個 

に応じた指導ができるであ ろう。 

(2) 自力解決の場面において ，指導方法を 工夫 

すれば，児童は 意欲的に学ぶよさになり ， 

個 に応じた指導ができるであ ろう。 

(3) 評価のしかたを 工夫すれば，それが 次の指導 

のよい資料となり ，個に応じた 指導に生かせ 

るであ ろう。 

り 組んでいない ，主体的な学び 方がまだ身について 

ナ いない，などの 課題も明確になってきた。 

これらの課題を 解決するために ，問題解決的学習 

の 過程において ， より効果的な「個に 応じる指導」 

をめざして・ 授業改善を試みたいと 思い ，本 テーマ 

を 設定した・   

Ⅱ研究の目標   

主体的に学ぶ 子をめざして ，自力解決の 場において 

個に応じた指導の 充実を図ること。 

一 Ⅰ 一 6% 



W 研究 の 構想 図 

《めぎ す 子ども俊豪》 学び方がわかり ，自分の個性を 生かして主体的に 学ぶことのできる 子ども 
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《基本 仮説》 領解決的学習過程の 自力解決の場において   個に応じた指導を 充実すれ 

・主体的に学ぶ 子が育つであ ろう。 

( 作業仮説》 

( 研究内容》 

《研究方法》 

児童の実態を 把握す 自力解決の場面におい 

ることによって ，各 て ，指導方法を 工夫す 

白の自力解決のしか れば，児童は 意欲的に 

だが予想できれば ， 学ぶよさになり ，個に 

それに対応する 手だ 応じた指導ができるで 

てを準備することが あ ろう。 

でき，個に応じた 指 

導 ができるであ ろう 

・学習意欲の 実態 ・指導方怯の 工夫 

調査 

・ 学ぴ 方の実態調査 

・前提学力調査 

・朱音事項の 達成度 

調査 

・学習意欲のアン ・問題提示の 工夫 

ケート ・操作活動の 工夫 

・学び方のアン ・支援のしかたの 工夫 

ケート 

・レディネステスト 

・ブレテスト 
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しかたを工夫す 

それが次の指導 

資料となり， 個 

た 指導に生かせ 

ろ う 。 

・事前にお 6   
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・レディネステスト 

・形成評価 

・座席表の工夫 

・個人指導カルテ 
・自己評価 

・総括的評価 

ノ 
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V 研究の内容 

1 . 「個に応じる 学習指導」とは 

(1) 個に応じることのねらい 

学級集団では ， 一人ひとりの 子どもたちは ， 

生活環境の違いにより ，年齢がほぼ 等しいとは 

いえ，生活面・ 学習面においても．大きく 異な 

っているのは 当然であ る。 こうした個人間の 差 

異が実際の授業場面では ， さまざまな取り 組み 

方の展開として 現われてくるのであ る。 問題に 

直面したときも。 その反応はさまざまであ る， 

意欲的に取り 組む子，取り 組みをやや 濤曙 して 

いる 子 ・最初から取り 組みを放棄している 子 。 

このようなさまざまな 個人差を的確に 把握し， 

できるだけ適切にそれ ，らに対応することにより   

どの子も主体的に 学習に参加できるようにする 

こと，そして ， きらに，進んで い る子も ， 遅れ 

がちな子も、 すべての子を 能力に応じて 少しで 

も伸ばす よう に努力すること ， これが，個に 応 

じることのねらいといえる。 

(2) 個のとらえ 方 

①基本的な観点 

ア達成度の個人差と 個性の 2 つの側面があ る。 

イ 学力の個人差 ( 現実 ) と能力の個人差 ( 可 

能性 ) を区別して考える。 

ウ 個性や能力をできるだけ 多面的にとらえる。 

②個人差の諸側面 

ア達成度としての 個人差 

ィ 学習速度の個人差 

ゥ 学習のしかたの 個人差 

工学習意欲の 個人差 

才学習態度の 個人差 

力学習スタイルの 個人差 

キ 興味・関心の 個人差 

ク 生活経験的背景の 個人差 

(3) 個人差を的確にっかむには 
①指導双における 把握 

ア 過去の学業成績の 記録 

イ レディネステスト 

ウ プ レテスト 

ェ 知能検査 

オ 性格検査 

力 興味検査 

キ 意欲検査 

ク 児童の作品やノート ， 日記 

②指導中における 把握 

ア 形成テスト 

イ挙手・ 発言 

ウ 行動観察 

ェ ノート 

オ 座席 表 

③指導後における 把握 

ア ノート 

イ 自己評価 

ゥ 総括的評価 

2 仮説 1 の検証の手だて 

(1) 児童の実態を 的確に把握する。 
アンケートやテストを 行い ， 個々の児童を 多 

面的に把握するように 努める。 

①学習意欲診断 

意欲の段階，意欲のタイプを 診断する。   

②学び方診断 

学習に対する 学 び 方の傾向をみる。 

③レディネステスト 

既習事項の達成度をみる。 

④プレテスト 

朱音事項の習得度を 見る。 

(2) 反応予測をする。 

(1) の情報や前時の 授業中の観察，授業後の / 

ートから 次 時の反応予想をする。 

(3) 手だての準備をする。 
①アドバイスカードの 作成 

②ヒントカードの 作成 

③小集団指導の 準備 

一 O 一 
タア 

    



3 仮説 2 の検証の手だて 

(1) 問題提示の工夫 

自力解決の場面で 意欲的に問題に 取り組ませる 

ためには， 問題提示の際に 意欲を喚起すること 

か必要となる。 本 単元では・ 自作の紙芝居『ふ 

しぎな 国 ・分数王国コを 作成し，問題提示を 行 

つた   

ば ) 伺に応じる指導方法 

1 Ⅱ、 集団指導 

問題把握の場面， 自力解決の場面，適用の 

場面の ぉ つの場面において 指導可能であ る     

毎時間どの場面でも 行 う のではなく，児童 

の活動の様子を 見ながら，臨機応変に 対応 

する 主に A 群の児童に行 う 。 

援 アドバイスカード 

解決に困っている 児童に行動の 示唆となる 

助言をカードで 与える。 カードには， 41 真 

日程度のアドバイスがあ り，そのうちのど 

れか 1 つに ①をつけて渡す。 主に， B 群・ 

C 群の児童に与える．   

アドバイスカード 

  
1 , テープ図 や タイル 

考えよう。 

2. 自分の考えをせつ 

3. ほかの考えはない 

4. 一番べんりな 考え 

回 に 

めぃ 

かな 

はど 

Ⅰさんへ 

かいて 

しょう。 

  

れ かな ? 

③ヒントカード 

アドバイスカードでも 解決のめどがつかな 

い児童に内容の 示唆となるヒントを 与える。 

まず・ ヒントカード①を 与え，それでも 解 

決できないときにヒントカード②を 与える。 

主に， B 群の児童に与える。 

ヒントカード CDj 

2 等分 

4 等分   
"" 。 口     

      

 
 

ヒントズワード② 

  lm を半分にすると ， 2 等分です。 
る
と
，
 

等
分
 

4
 

す
 
 
 
 
 
半
分
 

の
 
半
分
 

を
 
m
 
Ⅰ
１
 

%
   

の
 
引
 
日
 
田
 
げ
 

の
 
等
分
 

4
 
と
 
等
分
 

2
 

は
，
 

た
 」
 

す
し
 

 
 

  等分です。 口 

ノ 

 
 

 
 

④個別の助言 

机間 巡視で， 1 対 1 での個別の助言を 行 う 、 

ノートに絵や 図をかいてあ げたり，具体物 

で 操作を試みるよさにさせる。 主に， A 群 

の 児童に行 う 。 

⑤ほ のほめ カード 

自力解決の進み 具合に応じて ，ほめほ のカ 

一ドを 与える。 カードは， フセン紙に色別 

にキャラクタ 一の印鑑を押し ，簡単な言葉 

をあ らかじめ書いておく。 

口   。 " 。 " 。 、     ( ピンク ) 

  

  

( 青色 ) 
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4 仮説 3 の検証の手だて 

(1) 評価の工夫 

①学習チェックカード ( 資料 1 参照 ) 

自分の学習活動について ，振り返って 考えさ 

せるためのカード。 同時に教師の 指導の反省 

にもなる。 毎時間記入させる。 記入後は・ 個 

大 指導カルテに 記録し，指導に 役立てる。 

  
学習チェックカード 

  

単元来 (   

3 年 組 香名前 (     

チェックしましょう。 はい いいえ 

①今日の問題の 意味が 
わかりましたか。 

②自分の考えが 書けま 
したか。 

③自分の意見を 進んで 

・発表しょうとしまし たか。 
④今日の勉強で 困った 
ことがあ りましたか 

⑤今日の学習は ，楽し 
かったですか。 

⑥今日の感想、 を書きましょう。 

②個人指導カルテ ( 資料 2 参照 ) 

児童の変容の 発見，補習指導の 必要性，教師の 

指導の反省のために 作成する。 

[ ィ モ成内容 ] 

ア 学習チェックカードの 6 項目 

イ 考え方 ( ノートより ) 

ウ 適用問題の達成度 

ェ つまづきの内容とその 分析 

オ 指導の記録 ( 指導の方向性，実際に 行った 指 

導 ，指導後の変容など ) 

W  指導の実際 

1 単元老「分数」 

2 単元目標 

(1) 指導目標 

の連続量の端数の 量の大きさは ，分数を用 い 

ると表すことができることを 理解させると 

ともに・その 表し方を理解させる。 [A(5) ァ ] 

②「分数」「分母」「分子」などの 用語の意味を 知 

らせる。 [A(5) ィコ 

③分数についても 加法および減法ができるこ 

とを知らせ，簡単な 場合についてそれらを 

用いることができるようにする。 [A(5) ィ ] 

(2) 観点 別 目標 

( 関心・意欲・ 態度 ) 

・単位 量 に満たない端数部分の 大きさを分数を 

用いて表すよさに 気づき，進んでそれを 用い 

ようとする。 

( 数学的な考え 方 ) 

・分数を単位分数のいくつ 分ととらえる 

ことによって ，分数の加減計算は 整数 

の 加減計算と同じ 考え方でできること 

に気づく。 

( 表現・処理 ) 

・単位 量 に満たない端数部分の 大きさを 

分数を用いて 表すことができる。 

・簡単な場合の 同分母分数の 加減計算が 

できる。 

( 知識・理解 ) 

・分数の意味や 表し方がわかる。 

・簡単な場合の 同分母分数の 加減計算の 

しかたがわかる。 

一 b 一 日夕 
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4 児童について ( レディネスの 結果より ) 

「半分」は 4 (1)(2)(3) でもわかるとうに．図形 

上では，正答率も 100% とよくできているが ，数値 

で 問われると， 1 (2) のように 87% と低くなってく 

る。 それは，生活体験の 多少からくるものと 思わ 

れる。 また，同じ半分でも ， 2 (2) のように縦にま 

っすぐ 2 つに分けたものだけだと 認識している 子 

が 多い。 

5 の「半分の半分」は 予想、 に反して 83% と 高 い 

正答率であ った。 これも，やはり 日常生活の中で ， 

よく体験する 場面といえよ う 。 

ここで，以外だったのは ， 1 (4) と 6 の文章 問 

額 であ る。 1 (4) は分数の素地にもなる 考え方であ 

り，わり算で 考える問題であ る。 しかし 「 3 つに 

分けた 1 つ分 ; の意味がとらえにくかったよ う であ 

  
わり算の考えにうまく 結 び つかなかったよさであ る。 

7 は，朱音事項であ るためか・わずか 10% の正答 

にすぎない。 

5 指導について 

指導にあ たっては，次の 5 点に留意して 行 う こ 

とにした。 

(1) 生活経験に即して 考えられるよ う に，具体物 

を使った操作活動を 多く取り入れる。 

(2) 考えを書く習慣をつけさせる。 絵 や国，言葉 

など， 自分のできる 方法でいいから ，考えを 

表現させる。 

したりするのに ，対象を単位 量 より大きい量 

の範囲に限定してきた。 それが， 3 年ではじ 

めて，単位 量 より小さい量の 範囲に学習が 広 

がっていくのであ る。 それが，小数・ 分数で 

あ る。 ここでは，まず ，分数を用いることの 

意義と，分数の 意味を十分に 理解させ，今後 

学習していく 数としての分数の 理解の基礎を 

かためていこ う とするものであ る。 

(3) できるだけ， 自力で解決することができる ょ ， 

う に励ます。 
  

(4) 友達のよい考え ， 違 う 考えに気づき ，それを 

自分の考えに 取り込んでいかせる。 

(5) 学習を振り返り ，その反省を 次時の学習に 

生かせるよ う にさせる。 
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 指導   計画と評価計画 (A : 補助型， B : 試行錯誤型， C 自力解決型 

 
 

指導目標 学習内容 主な評価目標 個 に応じる手だて 
  
Ⅰ つめ t, のを分ける活動を 

通して，等分の 意味を理解 

する @ 

つ
 え
 

使
者
 

な
な
 

細
た
 

色
か
 

て ， 4 等分のし 

  る " 

心
 
で
っ
 

関
紙
見
 

（
色
を
 

等
分
 

 
 
態
な
す
 

ろ
と
 

 
 
 
 

A. H : 考えたいだけ 

考えさせる。 
c : 円や長方形の 場合 

考えさせる。 

  

も
 

  
単位 量 に満たない 

の長さをⅢを 使っ 
法を考える。 

「はした」 

て 表す方 

 
 
満
 を
え
 

に
さ
考
 

m
 長
を
 

Ⅰ
の
 法
 

」
 方
 

た
す
 

し
表
 

ま
て
 

｜
 

 
 い
使
 

( 知識・理解 ) 

単位 量 に満たない大きさを 

表す分数の意味を 知る ， 

A : 小集団指導後，個別 

を行 う " 

B  : ヒントカード   

C : 説明．他の考え 

ま
す
 

分
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っ
業
 

5
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テ
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。
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し
て
 

表
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現
 
で
匿
 

表
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に
 

 
 

分
土
 

A : 小集団で作業 

B . C : 作業後，発見し 

たことを記述。 

A の補助。 
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位
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｜
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1
 の
 む
 

( 数学的な考え 方 ) 
単位 量 に満たない大きさを 

表す分数の意味を 知る。 

A : 小集団指導後，個別 

指導を行う。 
B : ヒント，アドバイス 

C : 他の考え づ
 

 
 

と
求
 

も
を
 

線
を
 
理
解
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A : 小集団で作業 

B . C : 作業後，発見し 

たことを記述。 

A の補助。 
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A : 小集団指導後個別 
B : ヒントカード 

C : 他の数直線作成に 挑 

戦する。 
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ほ
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( 表現・処理 ) 
習熟と評価を 行 う 。 レ

 
/
 

団
 ト
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集
 リ
ヤ
 

小
，
チ
 

，
 俊
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尊
下
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終
テ
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  ル ・を作る。 

ィ乍や タイル 
法のしかた 

(rNM 心 ・意欲，態度 ) 
楽しみながら ，分数タイル 
を作ろ う とする。 

  補
 
の
 

A
 後

 

尊
下
。
 

指
終
助
 

 
  
 
コ
カ
 

個
 C
 

 
 

A
B
 

  図を使 

を考え 
( 数学的な考え 方 ) 
分数の加法も 整数と同じよ 
うにできることに 気づく。 

  
A : 小集団指導後個別 
B : ヒント，アドバイス 

C : 考えの説明，他の 考 

え 
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( 数学的な考え 方 ) 
分数の滅法も 整数と同じよ 
うにできることに 気づく。 

A : 小集団指導後個別 

B : ヒント，アドバイス 

C : 考えの説明，他の 考 

え 
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7 授業の展開と 考察 
01 時 ねらい : 1 つのものを分ける 活動を通して   等分の意味を 理解する。 

王 

学 習 活 動 偶 に応じる手だて 

1 紙芝居を見る。 

( 第 1 の 目日 ) 

2 問題を知る。 

正方形の形をしたケーキがあ ります。 4 人で 

なかよく分けま し フ 。 

  各自の表情で 問題把握 

の 状況をよみとる。 

3 の あ てを立てる。 

色紙を 4 つに 同じように分けるいろいろな 方法 

を 考えよ フ 。 

4 各自で考える。   色紙は，挑戦したいだ 

け 与える。 
・速く終わった 子には   

円や長方形の 場合も考 
えさせる。 

5 発表する。 

  

6 分け方について 話し 

ム ロ ラ 。 

7 まとめをする。 

色紙を 4 つぼ同じように 分ける方法は ， たくさ 

んあ る。 でも， 形はちがっても 1 つ 分の大きさ 

は 同じであ る。 これを等分とい ≦ - 

  

0  2 時公開授業 (2/ 1 1 ) 

は ) ねらい 
ノ （ 単位 量 に満たない「はした」の 長さを m を使って表す 

とができる。 

(2) 観点 別 目標 
[ 関心・意欲・ 態度 ] 
I ,n に満たない端数部分の 長さを， m を単位にして 

表すしかたを 考えようとする。 
[ 表現・処理 ] 
テープに表示された l m 未満の長さを 分数で表した 

り．分数で表された 長さをテーブに 表すことができ 

る 。 

[ 知識・理解 ] 
] m を 3 等分した 1 つ 分の長さを l m の「姉分の一」 

とレ ・ 、 い，             と 書くことがわかる。 
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分
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 思
 発
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を
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の
う
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の
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重
手
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表
の
 

女
 

昔
 

指
 

去
 

昔
 

百
喪
 

昔
昔
 
夫
 

 
 

評 価 

，楽しく紙芝居 
を見ることが 
できたか。 

  問題が把握で 
きたか。 

  意欲的に色紙 

で分け方を考 
えているか。 

  友達の考えを 

    静かに聞けた 

か O 

・ 「等分」の意 

味が理解でき 
たか。 

(3) 授業仮説 
0 問題提示の工夫をすれば・ 問題に対する 関心・意欲 
を持って取り 組むことができるであ ろう。 
0 思考の助けとなるような 具体的な操作物を 与えれば   

思考も深まるであ ろう。 
0 自分の考えをノートに 必ず書くようにすれば ，考え 
る 力が高まるであ ろう。 

(4) 準備 
0 紙芝居「ふしぎな 国 ，分数王国のたんけん」 
0l m のテープ ( 掲示用と児童用 ) 

01%m のテープ ( 掲示用と児童用 ) 
ド
 
 
 
ボ
坂
 

表
黒
 

発
心
 

O
O
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( 5)  . 本 時の展開 動 学 習 活 侶 に応じる手だて 

  1  紙芝居を見る。 

( 第 2 の 門 ) 

2  問題を知る " 

川のはばは， 何 m でしょう。 

4  わ あ てを立てる。 

I m) にたりな い はしたの長さを m で表すに・ 

は ， ど う すればよいか。 
ぉ         @@@</@           幅を予想する 

  
  

M
 。
 
半
る
 
4
6
3
 
る
テ
え
 

 
 

 
 

  問題把握が不十分な 

子に は ，小集団指導 
( 主に A 群 ) を行 う 

  解決に困っている 子 

には・ ヒントカード 

①や②を与える。 
( 主に B 群が対象 ) 

  ヒントカードでも 解 

決できない子には・ 

個別に助言を 与える 
( 主に A. B 群対象 ) 

7 発表をする。   

  ① l m を l0 等分した   

が 。 重ならない。 

:. め 1 Ⅲを半分に折っ 

たも，のより 小さい 
③ l m を 4 等分にし 

たものより大きい 
④ I mI1 を 3 つに折る 

と， 重なっだ。 

⑤はした - な l m に 合 

わすと， 3 つ とれ， 

" た     

8  最もよい方法につ 

いて話し合う。 
9  はしたを言葉で 表 

す 。 

10  分数での表し 方を 

  知る。 

  11  まとめをする。 

  

l m にたりないはしたの 長さば， l mIl を等 

介 した t, のではかって 表せばよい。   
  ¥7  チャレンジをする 

13  学習チェックカー 

ドに記入する。 

・ A . B 群の子に個別 

指導をする， 
・授業後にチェックす 

る， 

指導上の留意点 ( 夫 ) と考察 ( 六 )   
第 2 の門のスト一リー 

勢いの速い川が 流れている。 そこには 

橋がなく， どうしても跳び 越さなけれ 
ばならない。 

古川のはばは ， 1%m であ る " 問題提示 

と 同時にその長きの 白 い テープを黒板 

に 掲示する。 

夫 「はした」の 長さだけを In で表すこと 

が 課題であ ることを押さえたが． 少し 

押さえが足りなかったようであ る。 

炎 この考え方は ， 「かさ」や「十進法」 

の 考え方は ， 使えないことに 操作を通 

して気づかせる。 
女 反応①の子は・ 半分の考え方を 使って 
いる。 半分よりは， 「はした」が 小さ 

いことに気づかせる。 

夫 反応②の子は ，半分の半分の 考え方を 
使っている。 半分の半分よりは。 「は 
した」が大きいことに 気づかせる。 
昔 反応①②③のように 考えた子にはⅠは 
した」と折り 曲げた う ちの 1 っ 分を比 

較して， 次 ど う するか考えさせる。 

六発表者の発表後・テーブ 操作で視覚的 
に確認、 させる。 

夫 3 つに折るという 発想は ， 子ども達に 

とっては，かなり 難しいようであ る。 
半分の半分に 折る子が多かった。 発表 
④や⑤の考えは ，少なかつた。 
去 ①～④は， l m をはしたに合わせる 方 

法だが・⑤は ， はしたを l m に合わせ 

る方法で ， 逆の考え方になっているこ 

とに気づかせる。 

夫 ここでのよい 方法 は ．④と⑤であ る， 

女できるだけ ， いろいろなことばで 表現 

させる。 

廿 各自ノートに 善かせてから 発表させ・ 

その後全体としでのまとめをする。 

ナ カードの内容は ，個人指導カルテに 記 

録したが， 次 時の指導に役だった。 

評 価 

  問題が把握で 

きたか。 

  あ あ てがっか 

めたか。 

・意欲的に取り 
組んでいるか 

。 自分の考えを 

もつことがで 

きたか。 

・考えが理解で 
きたか。 

  友達の考えの 

いいところを 
見つけること 
ができたか。 

  分数の表し方 
がわかったか 

  自分の言葉で 

まとめられた 

か。 

  正しく自己 言 、 平 

価できたか。 
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0  3 時 ねらい : 数直線のよみを 通して・分数の 大小をとらえることができる。 

Ⅰ 

  学習活動 個 に応じる手だ -C 

1 紙芝居を見る。 

  ( 第 3 の 門 ) 

2  問題を知る。 

告 Ⅲの 2 つ 分 ， 3 つ分 ・ 4 つ分の長きを ， 

数直線で表そ 元 

3  予想、 する。 

4 % あ てを立でる。 

  吾 m                            を数直線で表わすしかた を 考えよ （ ノ - 
5 各自で考える。 

  吉 ln の l つ 分から 

5 つ分までのテー 

プを貼る作業を 行 
う 。 ( ワークシー 

ト使用 ) 

6 発表する。 

7 比較検討ずる。 

8 まとめをする。 

，作業が終わった 子か 

ら自分の考えを 書か 
せる " 作業のしかた 

がわからず困ってい 

る子には，個別に 指 

導する。 

   
 
キ
ニ
 
ォ
モ
 

 
 
 
 す
 ・
 わ
 

表
ム
口
 

 
 

 
 

直
直
 よ
 

数
数
 は
 

た
き
け
 

m
 

り
い
 

4
 百
ぎ
て
 

く
つ
 

田
 

の
 
月
ノ
 

旦
 ，
 
0
 
図
を
 

ブ
リ
 

Ⅲ
 

一
 
Ⅱ
 
め
 

旦
 h
 
「
 。
 デ
め
   
9 チャレンジをする 

10 学習チェックカー                                 

指導上の留意点 ( 昔 ) と考察 ( 去 ) 

第 3 の門のスト一リー 

吾 m の 2 つ 分 ・ 3 つ 分 ， 4 つ分の長さ 

の魔法の剣があ る。 この長さをいい 当 

てることができれば ，剣が手に入る。 

昔 単位分数のいくつ 分という見方で 分数 

をとらえるよ う にさせる， 

昔 ここで長きは ， 吾 m, 豊 m, 昔 m であ 
ることをおさえる。 

去 めあ てをしっかりとおさえる。 

廿 自分の考えを 書いた後．そのように 考 

えたわけも書かせるようにする。 

百 テープ図の区切りと 数直線の目盛りが 

対応していることに 気づかせる。 

持 黒板にテーブ 図 と数直線を掲示し・ 両 

者が対応していることを 視覚的に確認、 

する。 
昔 「分母」 「分子」の用語の 意味も知ら 

せる。 

評 価 

  楽しく紙芝居 

を見るこどが 

できた - か 。 

  問題が把握で 

きたか。 

  予想ができた 

か   

・意欲的に作業 

に取り組んで 
い るか。 

  分数を数直線 

に表すしかた 

を考えようと 
する。 

綜
 
た
か
 

 
 牧
 
し
っ
 

を
す
か
 

数
表
 わ
 

分
 
に
が
 

  C  4 時 ねらい : 液量についても・ 単位 量 に満た一ない 大きさを分数で 表せることを 理解する。 

  学習活動   個 に応じる手だて   指導上の留意点 ( 昔 ) と考察 ( 十 )    評価   

1 紙芝居を見る。 

( 第 4  の Fq) 
22 問題を知る。 

コップの水のかきは、 何 0 

でしょう。 

    ; 予想する， 

4 め あ てを立てる。 

目 

l S に満たないはしたのかさを 0 で表すに 

は， ど う すればよ いか 。 

  

第 4 の門のスト一リー 

不思議な泉があ る。 その水を飲むと． 
バ ワーアップすることができるという 

みごと問題に 正解して， 水を手に入れ 
よ， ヮ 。 

去前 時までとは違い・ 本 時では液量で 考 

えることを明確にする。 
企図を見て， 直感的に水の 量を予想する 

炎 1 0 より少ない量を 旦単位で表す 問題 

であ ることをとらえる。 長さの場合を 

  

  楽しく紙芝居   
を見ることが 
できたか。 
  問題が把握で 

きたか。 

  予想が立てら 
れたか。 

--1 Ⅰ 一 
たタ 



学 習 活 動 個 に応じる手だて 

5 各自で考える " ・操作をしながら 考え 

られる よう に ， 白の 

画用紙 ( J il の大き 

さ ) と 黄色の画用紙 

( 吉 0 ・の大きさ ) を 

与える。 

6 発表する。 

7 比較検討する。 

8  まとめをする。 

l f に満だ．な い はした一のかさを 0 で表すに 

は ， I f を等分した - ものではかって 表せば 

    Ⅱ い 。 

9 チャレンジをやる 

10 学習チェックカー 

ド をやる。 

指導上の留意点 ( 女 ) と考察 ( よ ) 

音画用紙を折りまげる 操作をしながら・ 

黄色の画用紙の 大ききが吉旦になって 

いることに気づかせる。 

女 考えを書いた 後。 そのわけについても 

書かせる。 

昔 長さのときと 同じに考えて ， 1 せを 5 

等分した 1 つ 分の大きさになるから． 

告 0, であ ることを知らせる。 

評 価 

  既習の長さの 

場合をもと @ こ 

して、 l e に 

満 ・たないかき 

を分数で表そ 

ぅ とする。 

  l f に満たな 

いかさを分数 
で 表すことが 

できる。 

  単位 量 に満た 

ない大ききを 
表せるという 
分数のよさ         

気づく。 

0  5 時 ねらい : かさを分数で 表した数直線をもとに・ 分数の構成の 理解を深める。 

ノ 

動 学 習 活 個 に応じた手だて 
  

  紙芝居を見る。 

( 第 5 の 門 ) 

2 問題を知る。 
    

この水は ，吉 0 のいく っ分 

入っていますか ，数直線で 

表そ う 。 
  

3 予想する。 

4 の あ てを立てる。 

  

  

一 0 を数直線に表すしかたを 考えよう   

  

5 各自で考える。 

  告 f の l っ 分から ・作業が終わった 子か 

5 つ分 までのタイル ら 自分の考えを 書か 
を 貼る操作をする。 せる。 

6    発表する。 

吾 劫を数直線に 表すには・タイル 図のくぎ 

りを数直線に 合わせてめもりをうてばよい 

る
 
せ
 
キ
 
ユ
 
%
 

入
 
記
 
 
 

 
 ド
 

る
一
 

す
ヵ
 

を
ク
 

ジ
ッ
 

ン
ェ
 

 
 

チ
羊
 

 
 

 
 

  

指導上の留意点 ( 昔 ) と考察 ( ヰ ) 

第 5 の門のスト一リー 

ここは． 妖怪が出るとうめさの 恐ろし 

い森であ る " だが。 どうしてもここを 

通らなければ 次の門には行けないとい 

ぅ 。 もし道に迷 う とも う 出られなく 

なってしまう。 

女直感的に水のかさを 予想、 させる。 その 

ィ麦 ， 号 & になっていることを 確認、 する 

甘 めあ てをしっかりとおさえる。 

夫 作業は上手にできるが．作業後にそれ 

をどのようにして 数直線に表せばよい 

かと考えるのが 少し難しいようであ る 

  

浅 黒板にタイル 図 と数直線を掲示し ，両 

者が対応していることを 視覚的に確認 " 

する。 

評 価 

  楽しく紙芝居 
を見ることが 

できたか。 

  予想、 が立てら 

れたか。 

  意欲的に作業 

に取り組んで 

いるか。 

・分数 ( f ) を 
数直線に表す 
しかだがわか 

ったか。 

） 

76 一 12 一 



0  6 時 ねら ぃ : 単位のっかない 分数について ，その構成や 大小を理解する。 

丘 

学 習 活 動 個 に応じる手だて 

1 紙芝居を見る。 

( 第 6 の「 q) 

2 問題を知る。 

今までの分数とらが ぅ ところを 2 つ見つけ 

  よ ・ ョ     

    

  問題把握ができてい 
ない子に小集団指導 な 行 ハ @ @ ツ 

3 各自で考える ， ，角革あ やに困っている 三戸 

に ヒントカードを 与 

えたり， 個別に助言 

4 発表をする     を 与えたりする。 

5 比較検討をする。 

6 まとめをする。 

  今までの分数とちが ぅ ところは       
①単位がないこ し C 

9       1 つ 分の大きさがちが ぅ こ と ， であ る。 

7 学習チェックカー ドに 記入す る 

指導上の留意点 ( 廿 ) と考察 ( 十 ) 

第 6 の門のスト一リー 

副 隊長から問題を 出す， もしまちがえ 

たら， 底なし沼に落ちてしまう。 

夫 数分数と・ これまでの量分数どの 違い 

に 気づかせ， 単位があ るのとないのと 

では・ 意味が違 う ことを理解させ る の 

がねらいであ ったが・ この両者の違い 

をながなか見つけられない 子が多かっ 

たし。 

昔 単位がなければ ， いろいろな 1 があ る 

ことに気づかせる ，単位があ るときは 

1 の大きさが確定されるが ， 単位がな 

いとⅠの大きさが 不確定になる。 

甘 各自それぞれ 自分の言葉でまとめさせ 

たい，その後， 全体で確認する。 

評 価 

  
  楽しく紙芝居 

を見ることが 

できたか。 

  問題が把握で 

きたか。 

  今までの分数 

との違いを見 

つけることか 

できたか。 

  自分の言葉で 

まとめられた 

か。 

  正しく自己評 
価ができたか   

0  7 時 ねらい : 分数の意味， 大きさについての 習熟と評価を 行 う ・ 

  

  

学習活動   個 に応じた手だて 

ャ
す
 

ヂ
を
 

 
 
 
 
ノ
 ）
 
題
 

ド
口
へ
現
 

 
 

 
 

」
 す
 

ト
を
 

ス
 ）
 

デ
ト
 

め
ス
 

ヵ
、
テ
 

し
間
 

巾
沖
乱
 

 
 

  A 群の子には， 主に 

教師がつき． 個別に 

指導する。 ( 具体物 
なども使 う 。 ) 

  H 群の子には・ 主に 

ヒントカードを 与え 

た - り 、 小集団指導を 

行ったり， 子どもど 

おし教え合わせたり 

す る @ 

  C 群の子は． すぐに 

終わるので， リトル 

ティーチャーをさせ 

たり． 問題作りをさ 

せたりする。 

指導上の留意点 ( 去 ) と考察 ( 十 ) 

浅 「分数の意味」 「分数の大きさ」につ 
いての習熟度をみるための 練習問題 
を行 う 。 

女子どもたちの 活動を観察しなから． 必   

要に応じて， 個別指導・小集団指導・ 
ヒントカードを 与えるなどの 対応をす 

る。 

ナ リトルティーチャ 一には，答えは 教え 

ないで解き方だけを 教えるよ う に指導 

しておく、 子ともにとって ， ときには 

教師よりもリトルティーチヤ 一の教え 
方のほうがよくわかるという 場合もあ 

る     

昔 「 た - しかめテスト」で 前半の各自の 習 

熟度を確認する ， 

女 テストの結果については・ 個人指導 カ 

ルテ にも記録し ，つ まづ き やそれに対 

する指導の様子も 記録する。 

評 価 

，練習問題がで 
きたか、 

1 回で合格 一 C 

2 回で合格 一 B 

3 回で合格 一 A 

・最後までがん 

ばってデスト 

を考えたか。 
18 ～ 20 間 (C) 

巧 ～ 17 間 (B) 

14 間以下 (A) 
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0  8 時 ねらい : 操作活動やゲームに 使 う 分数タイルを 作ることができる。 
  

  学習活動   個 に応じる手だて   指導上の留意点 ( 夫 ) と考察 ( 去 )    評価   

  分数タイルについ * 分数タイルは ，分数単元での 学習に 操 ・分数タイルに 

て知る ， 作 活動の道具として 使ったり， ゲーム ついて。 知る 

  Ⅰのタイ． ル から において分数に 親しませるための 道具 ことができた 

再 0 までのダイルが として使ったりと 用途は幅広い。 か 。 

あ ることを知る。 
， 2 分数タイルの 作り 昔 1 辺が I0c m のカラー工作用紙をそれ ，分数タイルの 

方を知る   ぞれ 2 等分から 10 等分に印をつけて 初 作り方がわか 

る 。 印のつけ方は ， ノートの罫線を 利 ったか " 

用 してつける。 3 分数タイルを 作る 作 り方がまたわから 去 作り安いものからとぽい 去 ， 去 ， 吾 ， ・分数タイルが 

ない子には，個別に 轟から先に取り 上げたが，去は 以外と 作れたか。 
机間 指導をする。 難しいようで・ 2 n m と 5 mnm に分け 

るのに時間がかかった。 

          告 ・ キ，古は ・やばり難しかった - 

が 一度 寺 が作れると・あ とはスムーズ 

にできる子が 多かった。 ノ 

ハ
し
 

第 9 七寸 ねら ぃ : 簡単な場合の 加 法 計算 ( 和が 1 

学 習 活 動 何に応じる手だて 

1 紙芝居を見る。 

( 第 7 の 門 ) 

。 2 問題を知る。 

告魑と豊 ℡をあ おせると，何せでしょう。 

3  立式 する。   各自ノートを 見て回 

4 めあ てを立てる。 り ， チェックする。 

分数のだし算は ，どのように 計算すれば 
よいだろうか。 

5 各自で考える。   問題把握ができてい 
[ 児童の反応 ] ない 子 ( 主に A 群 ) 

汀円   で考え   る， に 小集団指導をする 

②単位分数の 考え方   伯に応じてヒントカ 
  コ 数直線で考える       一ド や アドバイスカ 

一 どを与える。 ( 主 

6 発表する       に B  . C 群 ) 

7 ま どめる。 

分数のたし算は ，整数と同じように 考えて 
分子だけた せは よい， 

8 チャレシジをやる 
9 学習チェ ノ クカードに記入する。 

以内 ) のしかたを 理解し・ その計算 ができる " 

指導上の留意点、 ( 女 ) と考察 ( 去 ) 二市 n T 価 

第 7 の門のスト一リー   楽しく紙芝居 
水筒の バ ワーアップの 水がもう残り 少 を 見ることが 

な い 」 不思議な泉から 水をくんで入れ できたか。 

ると， 全部で何 0 になるか " 

  問題が把握で 

きだか。 

女 「あ わせる」の言葉から ， たし算で 

あ ることをおさえる。 

古式は， 告干 ユ 5 A@ な る   立文ができた 

か O 

女形式的に分子だけたしている 子には     進んで分数の 

なぜ分子だけたせばい い の か ・そのわ 加法計算のし 

けも書かせる。 かたを考えよ 
ぅ とする。 

女時間があ るだけ，考えられるだけの 方 
法を考えるよ う にきせる，   分数を単位 分 

数 のいくつ 分 

ととらえるこ 

士分数の加法計算も 整数の加法計算と 同 とによって   
じ 考え方でできることに 気づかせる。 整数の加法 計 

( 単位分数の い く っ分 としてとらえれ 算 と同じ考え 
ば ， 分子だけた せ はよいということ )  でできること 

に 気づく。 
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ご 第 10 時 ねらい・簡単な 場合の減法計算 ( 差が 1 以内 ) のしかたを理解し。 その計算ができる       

ム 

学 習 活 動 

1 紙芝居を見る。 

( 第 8 の 門 ) 

    

2 問題を知る。 

個 に応じた手だて 

告旦 あ った水を告 & 飲んだ。 残りは・ 伺 

でしょう。 

3 立式 をする。 ・各自ノートを 見て・ 

チェックする。 

4 の あ てを立てる。 

分数のひ き 算は， どのように計算すれ ば 
よいだろうか。 

5 各自で考え - る 。 ・問題把握ができてい 
[ 児童の反応 ] ない 子 ( 主に A 群 ) 

①図で考える。 に 小集団指導をする 
②単位分数の 考え方 ，個に応じてヒント ； 
③数直線で考える。 一ドや アドバイス か 

一ドを 与える。 ( 主 
Ⅴ く @ B . C 群 ) 

6  発表する。 
7 まとめる。 

分数のひき算は。 整数と同じように 考えて 
分子だけ ひ けばよい。 

8 チャレンジをやる 

9 学習チェックカードに 記入させる。 

指導上の留意点、 ( 昏 ) と考察 ( 士 ) 

第 8 の門のスト一リー 

最後の問題であ る。 いよいよ隊長を 助 
け出せるところまできた。 ここで， バ 

ターをアップするために ， 不思議な泉 

の水を少し飲んだ。 残りは 伺 0 か 。 

去 「残りは」の 言葉から   ひき算であ る 

ことをおさえる。 

古式 は， 百 4 エ 5 と な る 

去 すぐに考えを 書き終わった 子には， な 
ぜ そ う いえるのか・ そのわけも書か・ 仕 

る。 
昔 1 つのの考えができた 子には・ 2 つの 

3 つ目と考えるよさにさせる。 

% 分数の減法計算も 整数の減法計算と 同 
じ考え方でできることに 気づかせる。 

( 単位分数のいくつ 分としてとらえれ 
ば ，分子だけ ひけぱ よいということ ) 

評 価 

  楽しく紙芝居 
を見ることが 
できたか。 

・問題を把握で 
きたか。 

  立式 ができた 

か 0 

  進んで分数の 

減法計算のし 
かたを考えよ 

うとする。 

  分数を単位分 

数のいくつ分 

ととらえるこ 
とによっ -C, 

整数の減法 計 
算 と同じ考え 
でできること 

に気づく。 

O
 

ナ 

  

llB ぎ ねらい : 分数のたし算とひき 算の習熟と評価を 行 う   
  

羊
一
隻
」
 
る
 

習 活 動 

数アドベンチ 

( 練習問題 ) を 

  

ャ
す
 

」
 す
 

ト
を
 

ス
 ）
 

テ
ト
 

め
ス
 

カ
，
 
ア
 

し
間
 

 
 

個 に応じた手だて 指導上の留意点 ( 昔 ) と考察 ( 去 Ⅰ 

・ A 群 一 主に教師が 

個別指導をする。 
・ B 群 一 主にカード 
や相互交流学習によ 
って考えさせる。 

・ C   祥一リトルディ 
ーチャーをしたり． 

問題作りをしたりす 

る。 

去 「分数のたし 算 」 「分数のひき 算 」に 

ついて，習熟をみるための 練習問題を 
行 」Ⅰ っ ， 
女子どもたちの 活動を観察しながら、 必 
要に応じて臨機応変に 対応する ( 個別 
指導， ヒントカード ， アドバイスカー 

ド ，小集団指導，相互交流学習など ) 
夫 リトルティーチャ 一になり，友達に 教 

えることにより ，学習の再確認にもな 
るので， 習熟度が高まると 考えられる 
去 テストの結果については、 個人指導 カ 

ルテ に記録し・ つ まづきやそれに 対す 

る指導の様子も 記録する " 

評 価   
・練習問題がで 
きたか。 
1 回で合格」 C 

2 回で合格 一 B 

3 回で合格 一 A 

・最後までがん 
ばってテスト 

を考えたか。 
18 ～ 20 間 (C) 

Ⅱ～ 17 間 (B) 

14 間以下 (A) 

一 15 一 
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8, 資料 

( 資料 1) ( 具体的操作活動の 様子 ) 
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  脩ユ、 み 、 モ " てん、 、   々  ゼん で・ L も 

 
 
 
 昇

 
り
 

Ⅱ
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

2
 
 

）
 
ヵ
 
坤
 

 
 
 
 

Ⅰ 

                      

8 口 一 16  一 



舌 

Ⅶ調査の結果と 考察 ( 調査対象     浦添市立派 し 小学校 3 ヰ -2 組 ) 

1 学習意欲診断テスト 

測定には・ 「島根 式 算数の学習意欲検査 AMIMj を活用した " これは，学習意欲を 6 つの達成動機 (P 得点 ) と 
3 つの学習不安 WN 得点 ) からなるものと 考えて，それ ，を数値化したものであ る。 そして・その 合計点 [P 得点 十 
(1 00 一 N 得点 ) ] で学習意欲を 測ろ う というものであ る。 

①学習意欲 ( 単位 %) 

得点 P  

項 目 事 前 事 後 

A  自主的算数学習態度 6 Ⅰ 6@ 9 

B  成功への欲求 9@ 4 8 「 り 

C  外からの働きかけによる 成功への欲求   
D  達成活動の欲求 8@ 2 8@ 3 

E  達成志向への 価値 9@ 0 9@ 1 

F  成功の重要性の 認識 6@ 7   6@ 3 

G, 評価性学習不安 ，ぅ 2 2@ 8   
得 H  算数学習や授業での 緊張感 3  5 2@ 7 

  

Ⅰ算数授業参加や 発表への不安 4@ 8 目り 3 

P7%, 点 (A 十 B 十 C 十 D 十 E 十 F) 8@ 1 7@ 9 

N 得 ， 点 (G+H+ I )   3・   2  9 

変 容 

+@ 8 

一 9 

+@ 2 

 
 

十
干
 
- 4 

一
 4
 
 
 
一
 8
  
 

一 7 

一 2 

一 6 

総合得． 点 [P 得点 十 (1 0 0 一 N 得点 ) コ 7@ 3 7@ 5 + 2 

②意欲の段階 ( 単位 %) ③意欲のタイプ ( 単位 人 ) 

[ 考 察 ] 

A の項目から F の項目ま 
では， 十の変容が望まし 

く，また， G の項目から 
H の項目までは・ 一の変 
容が望ましい ， 

P 得点の中では ， A の 

項目が伸び率が 最も高く 
なっている。 それは・ 自 
分で考えることの 楽しさ 
を感じ・進んで 学習に取 
り 紐も う とする子が増え 
たことを表している。 し 

かし・ B の項目や F の項 
目では・ 一の変容になっ 

ている。 これは，成功に 

はあ まりこだわらずに ， 

伸び伸びと学習に 取り組 
んでいるからとも 考えら 
れるが，指導上の 課題と 
したい。 

N 得点については。 す 

べて一の変容になってお 
り，望ましい 結果となっ 
た   

  

HH@ HM@ ML@ MH@ MM@ ML@ LH@ LM@ L L 

事前 4  6  1 2  ぉ             

事後 4  2  1 6  4  0  3  0  0   
                      

自力解決型は・ HL ノ HM ノ ML の順に強くなっていると 考えられる " 

HL の子が事後に 4 人増えているが ，これは， HM から移動してきたの 

ではないかと 思わ ， れる。 算数に対する 不安が弱まり・ 自信が高まったこ 

どの現れだといえよ う 。 ( 意欲のタイプとその 特徴については．資料 1 

資料 2 を参照 ) 

事前に お の段階だった 子が，事後 H  : 高い 

にそれ・ぞれ 4 や 2 に移っている ， 

この 2 への移動の原因について は   巨 ] 互コ " 。     ， " L  : 低い 

考察を要する。 pR 点． N 得点 

( 資料 1) 学習意欲のタイブ   ( 資料 2) 学習意欲のタイフの 特徴 
N 得点 ( 抑制・防御 ) ① HH : 学習に対する 意欲ばあ るが・不安が 強いので伸び 悩ん - でいる。 

H@ M@ L ② HM: 学習意欲は高いが・ 算数はどちらかといえば ，あ まり好きではない ， 

  ③ HL : 学習に対して 積極的であ り・発表も多く ，学力も高い。 

ィ与 H  日 H  ト l ル I  H  L ④ MH : 意欲 は 普通であ るが，算数に 対する苦手意識が 強い，発表も 不安 " 

  ⑤ MM : 平均的で普通のタイブ。 

㍉ I  h. Ⅰ H  蓋 Ⅰ れ     l  N,I L ⑥ ML : 意欲 は 普通だが，算数はどちらかと いえ ・ ば 好きなほ う であ る， 

促       が LH : 学習意欲はないが・ 不安は高い。 集中力に欠け・ 発表も少ない。 

進 L  LH  LM  L I         ㊧ LM: 学習意欲が低く、 自分から進んで 課題に取り組めな レ           
      乙几 L : 学習意欲も不安もないタイブで・ 話を集中して 聞けない。 
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2. 学び方アンケート 

この調査は・ 問題解決的学習の 5 つの過程において・ 

各自の学び方の 傾向をみようとするものであ る。 
(1)  算数は・すきで すか 。 
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(7)  「自分の考え」を 考えていて． どうしてもわか 

もないときはどさしますか。 
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(8)  「自分の考え」で 1 つの考えがでたら ， そ oy) ヰ糸 
はど う しますか， 

    

 
 

 
 
 
 

 
 

Ⅰ
Ⅱ
 

舌
 
Ⅰ
 

 
 

ヰ
ヵ
 

珪味 不明 
20 

0 もらえない 

尭荻 いや 

造兵 が臆甘 

A
m
 
悠
 
Ⅱ
 

ウ
サ
ウ
サ
 

笏
口
 

  
0@ 5@ 1 0@ 15@ 20@ 25 

  

  
入を 待 つ 

勿 車前 

他の方法 
口車 珪 

軒仮 自に 

  

0  1 0  2 0  30  40  50  60  70  80 
  

ノ 

[ 考察 ] 

(D) ～ 03n は ，算数に関する 関心度をみる 質問であ る。 
「すき」と答えた 子が事双では 5 3% だったのが，事後 
では 8 3% に増えている。 その理由をみると 伸 び率の 
高い順に「問題を 考えるのがすき」 (+4 1%) 「友だちと 
いっしょに考えるのがすき」 (+ 3 7%) となっている。 
このことより、 考えることそのものに 喜びをみけだした - 

子 と ．友だちと一緒に 考えることに 喜びをみいだした 子 

が 増えたことがわかる。 一方，嫌いな 理由では、 「 0 が 
もらえないからいや」とする 子が増えてしまったのは ， 

教師の反省を 要することといえよ         

、 ノ 

[ 考察 ] 

(6) ～ (8) は， 自力解決の場面についての 質問であ る。 
(6) は・解決方法の 選択について 聞いている。 事前事 
彼 とも， 絵 や国 つ 計算づ言葉づ 道具の順に多くなって 

いる。 特に，事後では ，何らかの方法を 使って自分で 
解決していこ う とする高い意欲が 感じられる。 (7) 
は，解決に困ったとき ， どんな態度をとるかについて 

の 質問であ る。 事後は，友達や 先生に聞く子がかなり 
減り． 自分のできる 方法で解決しょうとしている。 こ 

れは、 他力依存型から 自力解決型へと 変わってきたこ 
とを示している。 (8) は ， 1 つの解決を見つけた 後 
0 行動についての 質問であ る」これは・ 大きな変動は 

見られないが・「 1 つの考えがでた - ら， 終わるⅡ 1 3 

%) 子や「ほかの 人が終わるのを 待つ」 (3%) だけ 
の子がまだいるのは． 指導を要するといえる。 
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3. プレ・ポストテスト ( 単位 %0) 

設問 ねら ぃ 問題 小 事 前 事 後 正答率ブロフ・ ィ 一ル 考 察 
  一一 )  て ----- Ⅰ 20  40  60  80 

1-1  分数の表し方が 長さ ぼ 。 何 m です   9 3 1  1 . 22, 3 は、 分数の 
わかる       か 「分数で書きな ， 意味や表し方を 問 う本 

  さい。 1@ 0 9 0 単元の基礎的かっ 重要 

な 問題であ る。 事前と 
2-1  分数の表し方が 水のかさ．は 何 m 3  Ⅰ 0 0 

わかる。 ですか。 分数で書 
  きなさい，   9 3 

3-7  数直線上での 分 数直線で ア 。 イの   9 0 

4 は、 分数の数構成の 

理解をみる問題であ る 
4 の ] , 2, 4 の高い 

正答率に比べ、 4 の H 

は 、 事前で 2 割弱、 事 

後でも 8 割弱となっ -C 

いる。 これは、 1 の 分 

数への変換の 難解さを 

示している " 比べる 分 

数によって、 分母が違 

てくることを 十分理 
させる 姥 、 要があ る。 

率が 8 割と高い値を 示 

6-1  分数のたし 算   エ エ 3 3 十 7 0@ 1 0 0 事前でも 7 割以上 (D 正 

ひき算ができる 答 率を占めている。 分 

    7@ 3 9  7 4 子だけをたし 算 ・ひき 

; 算すれば よい ことは 知 
  之 6 6 3 一 千 7 3@ 1 0 0   っているが、 なぜ分母 

は 計算しなくてもいい 

  争 + 手 7 3@ 1 0 0 

  羊 のかということが、 ま 
だ よくわかっていない 

5 2 一エ 
4@ 4 7  3 9  3 tl よ う であ る， 4 の 8 の 

， 問題では、 やはりⅠの 
  五一ユ 

8@ 8 7  3 9 3 ャ 分数への変換ができて 

  ヱ 一五 
      レトナ に @   、 ため、 正答率 ヵ       

9@ 9 7@ 3 9  3 

//,,,)   低くな っ 亡いる， 
  

  1 一旦 コ 「 
//   

2@ 0 7@ 7   

一コ 9 一 83 



Ⅶ研究のまとめ 

1 . 研究の成果 

( 仮説Ⅰについて ] 

①児童の実態を 学習内容に関することだけでは 

なく，意欲の 面，学び方の 面などと多面的に 

調査することにより ，明確に把握することが 

できた 

②実態を把握することにより ， 自力解決のタイ 

プを知ることができ ，それに応じる 手だての 

準備をすることができた。 

[ 仮説 2 について ] 

G 問題提示の工夫として 紙芝居を用いたので・ 

スト一 リ 一に自然に入り 込み，問題解決への 

意欲が高まった。 

②操作活動を 多く取り入れたり ，小集団指導， 

ヒントカード ， アドバイスカード ， ほめほ の 

カードなどを 与えたりと指導方法を 工夫する 

ことにより・ 意欲的に学習に 取り組む子が 増 

えてきた。 また，意欲が 高まったので ，それ 

とともに，思考の 深まりや考え 方の多様性な 

ども多く見られるよ う になった。 

( 仮説 3 について ] 

①学習チェックカードを 書かせることにより   

児童が自己の 学習態度について 客観的に見つ 

めることができ、 さらに高めようと 努力する 

姿が多く見られるよ う になった。 

②個人指導カルテを 毎時間書くことに よ り ， 個 

々の児童の思考の 傾向や変容の 把握， つ まづ 

きの発見やその 対策，補習指導の 計画などと 

いろいろな面で 役に立った。 

22. 研究の課題 

①個人差の他の 側面についての 調査方法の研究・ - 

ロ問題解決的学習過程の 他の場面においての 個に 

応じろ指導の 工夫のしかた。 

ゆ 個に応じる指導をずるための 環境設定の工夫 - 

84 一 20 一 

おわりに 

こ (@6 カ月間，個にこだわって ，児童一人一人を 

生かし伸ばしてあ げた い という思 い のもと，研究を 

進めてきました。 研究 は ，すればするほど 難しく， 

奥深いものであ りますが・同時にわかる 喜ぴと 楽し 

さもあ ります。 多くの方々のご 指導とご協力により 

わずかではあ りますが， 自分なりの収穫は 得られた 

のではないかと 思っております。 ここでの研究を 今 

後の教育実践の 場でも生かせるよさに 努力していき 

たいと思います。 

研究期間中， ご指導くださいました 浦添市教育委 

員会の新川純子指導主事・ 研究所の新城所長、 池田 

係長，宮間指導主事，嘉手刑事務主事、 山城・岸本 

図書館司書に 深く感謝申しあ げます。 

また，研修の 機会を与えてくださいました 浦添市 

教育委員会の 諸先生方，並びに 快く送り出してくだ 
ノ 

さった伊佐節子校長先生， 3 年 2 組の子どもたちを 

優しく見守り 育ててくださった 座間妹姑葉先生はじ 

め，研究や検証授業に 快くご協力くださいました 諸 

先生方に心より 深く感謝申しあ げます。 あ りがと う 

ございました。 
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